
4-1-3 女性総合外来 

 

1.概要、特色 

当センターの診療の大きな柱である母性医療の一環として、女性が抱える“こころ”と“から

だ”の悩みを気軽に相談できる『女性総合外来』を2003年7月に開設した。婦人科、不妊診療科、

こころの診療部、（母性）内科の医師5人に、2005年度からはこころの診療部の医師が１人加わり、

6人の医師が女性外来を担当している。近年、“女性外来”が注目され全国に次から次へと開設さ

れているが、当院の女性総合外来の特徴として時間をかけて問診・カウンセリングのみ行うこと、

男性医師も担当していること、予約は専属看護師が担当し簡単な問診をして振り分け業務を行って

いることがあげられる。11階の華美な空間で一人あたりの診療に30分をかけた大変贅沢な診療を

おこなっている。受診者に診療後記入してもらう満足度調査の結果から、利用者のニーズにあった

医療の提供が行われていると考えている。 

 

2.診療活動、研究活動 

2.1 診療の実際 

診療は火曜日の午後を内科医師ふたりが担当、木曜日の午後を婦人科医が担当、金曜日の午前は

不妊診療科医師とこころの診療部医師ふたりが担当している。また、一部は不妊診療科医師とここ

ろの診療部の医師が合同で担当している。受診理由がセカンドオピニオンの場合は当外来で完結す

るが、そうでない場合は院内外の適切な科・医師を紹介している。すなわち、当外来は主にセカン

ドオピニオンとしての役割と、母性医療の窓口としての役割を果たしていることになる。当外来を

受診した後はそれぞれの診療科の通常外来に振り分けられている。当院にない診療科についてはふ

さわしい医療機関に紹介している。 

2.2 患者数 

患者数は以下のごとくである。当外来はカウンセリングのみという特徴を持つ。そのため診察が

必要な症例は専門看護師が電話受付の段階で通常の外来を薦めている。今年度は80（昨年-17）名

が通常の外来へ紹介された。また、電話をかけてきたが、診療形態の問題・費用を理由に受診とな

らなかったケースは149（昨年-33）名であった。このように、電話の段階で振り分けがされている

ので、実際の外来診療が円滑に運営できており、当外来における専門看護師の果たす役割は大きい。 

オープン当初に比べ、ホームページで検索してアクセスするケースや、当院に通院している子ど

もの母親がパンフレットなどで当外来を知り受診するケース、口コミで受診するケースが目立って

きている。また、当初はさまざまな年代のさまざまな主訴の受診者が多かったが、最近は当院の特

性に合った生殖年齢の女性の割合が増えてきている。 

下記は月、担当医師の科ごとに分けた患者数を表したものである。2005年度に比べほぼ横ばいと

なっている。こころの診療部は再診患者数を含んでいる。 

 

表、月別・担当科別患者数 

  内科 不妊 こころ 婦人科 
不妊＋ここ

ろ（両科） 
月合計 

Apr-06 7 10 8 7   32 

May-06 12 6 6 5   29 

Jun-06 8 9 8 6   31 

Jul-06 1 6 10 4   21 

Aug-06 3 8 7 9   27 



Sep-06 3 6 8 8   25 

Oct-06 6 5 6 7 1 25 

Nov-06 2 6 6 6 1 21 

Dec-06 3 12 11 6   32 

Jan-07 5 9 10 6   30 

Feb-07 5 3 7 10   25 

Mar-07 1 5 8 4 1 19 

科毎計 56 85 95 78 3 317 

 
2.3 研究活動 

女性総合外来を担当する科においての研究活動がそのまま女性総合外来の研究活動となっている。 


